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                  1．インド総選挙                     

外務省 南西アジア課長  進藤 雄介 

4 月 16 日から 5月 13日の約 1ヶ月間をかけて、インド連邦下院議員選挙が実施された。有権者

が約 7 億 1400 万人という世界最大の選挙であり、投票は全国で 5 回に分けて行われた。このイン

ドの総選挙は、近年の目覚ましい経済成長を背景に、南アジア地域、そしてグローバルな舞台で存

在感を増しつつあるインドの向かう方向を占う重要な出来事であった。特に、世界規模での深刻な

経済不況、更にはアフガニスタン･パキスタンでのテロ掃討作戦やムンバイ･テロ事件に見られる南

アジア地域の不安定化の兆しの中で、重要な役割を期待されるインドで総選挙を受けて、どのよう

な新政権が誕生するかに世界中が注目した。 

いざ、ふたを開けてみると、結果は、与党のコングレス党が 206 議席(前回総選挙に比べ 61 議席

増)を獲得し、事前の予想をはるかに上回る大勝に終わり、シン首相の続投が決まった。5年の任期

を全うした上で再選される首相は、1962 年のネルー首相以来実に 47 年振りのことである。今次選

挙を振り返るとともに、選挙結果から予想される第二次マンモハン･シン政権の今後の政策を展望

してみることとしたい。 

1．選挙前の予想 

今次選挙は、コングレス党率いる与党の統一進歩同盟(UPA)と最大野党インド人民党(BJP)率いる

国民民主同盟(NDA)の対決を軸とし、コングレス党あるいは BJP のいずれか第一党となった政党の

下で連立政権が成立する可能性が高いと見られていた。選挙前の世論調査では、コングレス党がや

や優勢とするものが多かったものの、いずれにせよ僅差であり、選挙前の連立のメンバーでは過半

数の獲得は困難とみられた。そのため、選挙後の連立政権の枠組みに大きな影響を及ぼすであろう

左翼政党や地域政党の動向も、大いに注目されるところであった。いくつかの有力地域政党は、選

挙後の連立工作でキャスティング･ボーﾄﾞを握るべく、自党の立場をオープンにするものもあった。 

2．選挙結果 

5 月 16 日に一斉に開票が行われたが、結果はコングレス党が事前のどのような楽観的な予想をも

上回る 206議席を獲得し、大勝した。コングレス党率いる UPAは 262 議席を獲得し、全 543 議席の

過半数(272議席)にわずかに 10 議席足りないという結果であった。他方で野党 BJP は、前回総選挙

から 22 議席減の 116議席にとどまった。前回の 2004 年の選挙でも BJPは議席を大いに減らしてお

り、BJP の退潮傾向を印象付けることとなった。 

コングレス党の大勝とともに人々を驚かせたのは、左翼政党の大敗であった。左翼政党は、地盤

の西ベンガル州とケーララ州を中心に、前回の 59議席から 24 議席へと大幅に議席を減らした。と

りわけ、インド共産党(マルクス主義)(CPM)は 27 議席減の 16 議席となったが、その背景には、西

ベンガル州の CPM 州政権が産業用地の収用に反対する地元住民と対立し、警官隊を導入した結果、

多数の死傷者を生んだ事件などにより反 CPM 感情が高まったことなどが考えられている。 

今回の選挙では、有力地域政党の獲得議席数が減少、あるいは伸び悩んだ点も注目に値する。コン

グレス党と BJP の議席数の合計が 300を越えたのは、1998 年の選挙以来のことである。今回の選挙

だけで判断することはできないが、地域政党の台頭傾向が収まり、有権者の支持が地方政党から全

国政党へと回帰する流れが生じてきた可能性も指摘されている。 

より詳細に見ると、インドに独特なカーストを基盤とした地方政党(社会主義党(SP、ウッタル･

プラデシュ州)、民族ジャナター･ダル(RJD、ビハール州)、人民権党(LJP))が議席を大きく減らし

た。ダリット(指定カースト、俗に言う不可触民)出身女性として話題となり、コングレス党、BJP
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の二大政党が振るわなかった場合には、首相になる可能性もささやかれていたマヤワティ･ウッタ

ル･プラデシュ州首席大臣(Chief Minister, 州首相とも訳す)率いる大衆社会党(BSP)は、選挙戦初

期の頃の大躍進の予想に比べれば、それを大幅に下回る 2議席増の微増にとどまった。こうしたカ

ースト政党は、1990 年代以降、北インドの特定のカースト層を政治的に組織することで一定の基盤

を確保してきたが、今次総選挙の結果は、カースト内の紐帯に頼るだけでは選挙には勝てず、きち

んとした実績を有権者に示す必要があることを示している。これは、開発面で実績を上げた、ビハ

ール州やオリッサ州の政権与党(それぞれ、ジャナター･ダル統一派(JDU)、ビージュー･ジャナター･

ダル(BJD))が議席を大幅に増やした一方で、2 年前の州議会選で大勝しながら、その後、開発面で

顕著な実績のなかったウッタル･プラデシュ州の BSP の得票が大きく予想を下回ったことにも現れ

ている。 

3．コングレス党大勝の要因 

コングレス党が大勝した理由としては、まず、過去 5年間のコングレス党を中心とした UPA 政権

の政策が評価されたことが挙げられる。世界経済不況の煽りを受け、2008年度の経済成長率は 6.7%

に減速したものの、それ以前の 4年間は約 9%の成長率を達成するなど、シン政権が取り組んだ経済

改革が有権者に好意的に受け止められた。 

シン政権は経済改革を推進する一方で、庶民の暮らしを守る開発政策を標榜し(所謂｢アーム･ア

ードミー｣(ヒンディー語で｢庶民｣の意味)政策)、農村と都市の双方で開発に取り組んだ。すなわち、

農村では、｢全国農村雇用保証法｣により農村家庭への 100 日間の雇用の提供、農民の債務の帳消し

等を実施、都市においても、｢ネルー全国都市再生ミッション｣でインフラ整備や都市貧困層の保護

等を実施した。インドでは農村部や貧困層が有権者数の大きな部分を占めており、こうした弱者層

へのきめ細かな政策が評価されたことが、コングレス党の勝利につながった。とりわけ、インドの

過去の選挙では、有権者は政権与党には厳しい審判を下す傾向が見られたが、今回の選挙はそうし

たジンクスを跳ね返す結果となった。 

今回の選挙では、ソニア･カンディー･コングレス党総裁及びマンモハン･シン首相と並んで、あ

るいはそれ以上に、党の顔として活躍したのが、ソニア･カンディー総裁の長男であるラフル･ガン

ディー幹事長であった。弱冠 38 歳の幹事長は、今年 1 月に心臓のバイパス手術を受けた高齢(76

歳)のシン首相はもとより、母であり党総裁のソニア･ガンディーを遙かに上回る回数の遊説を精力

的にこなし、コングレス党の清新なイメージ作りに貢献するとともに、若年有権者層の支持拡大に

寄与した(他方で、BJP は、次期首相候補が 81 歳のアドヴァニ元副首相であったこともあり、若年

層を引きつけられなかった)。とりわけ、最大の票田であり、かつ、自らの選挙区も位置するウッ

タル･プラデシュ州でコングレス党が前回の 9 議席から 21 議席へと躍進したのは、ラフル･ガンデ

ィーの功績が大きい。選挙後シン首相を始めとしてラフル･ガンディーに対し入閣を求める声もあ

ったが、本人は固辞し、党務に専念することとなった。シン首相が高齢に加え、健康問題を抱えて

いることから、シン首相が 5年間の任期を満了する前にもラフルに首相の座を譲る可能性が指摘さ

れている。今次選挙の最大の勝利者はコングレス党であるとともに、シン首相の後継者としての位

置づけを確かなものにしたと見られるラフル･ガンディー個人であると言われている。もし、ラフ

ル幹事長が首相になるようなことがあれば、初代首相ネルー、その娘インディラ･ガンディー、そ

の息子ラジーヴ･ガンディー、そして、その息子ラフルというように、4代にわたり｢ネルー･ガンデ

ィー王朝｣から首相が輩出されることになる。 

4．BJP の敗因 

BJP は前回選挙の反省を踏まえ、今回は農民･貧困層対策に重点を置く一方で、IT 政策やインフ



 

 5 

ラ開発といった中間層の関心に焦点を当てた選挙綱領を発表し、独自色をアピールしたものの、党

勢を回復するには至らなかった。BJPの敗因としては、次のような点が指摘される。 

まず、BJP は過去の反省を踏まえ、党のイデオロギーであるヒンドゥー民族主義を前面に出すこ

とは控えたものの、イスラム教徒たちはもとより、ヒンドゥー教徒の有権者からも党のイデオロギ

ーの側面が嫌悪されたと見られる。今回の選挙でアドヴァニ首相候補と並ぶ BJPの党の顔として全

国規模で遊説を行ったモディ･グジャラート州首席大臣は、2002 年のゴドラ事件(注)以来、｢極端な

ヒンドゥー民族主義者｣との印象が拭えず、BJPの宗派色を際だたせる結果となった。 

また、ラフル･ガンディーのいとこで BJP から立候補したヴァルン･ガンディー(故ラジーヴ･ガン

ディー首相の弟で、事故死したサンジャイ･ガンディーの子息)が反イスラム教の宗派感情を煽る演

説を行い、警察に逮捕されるなど物議を醸した。同人は BJP 公認候補として立候補し続け、当選を

果たしたが、これも BJP のイメージ低下につながったと見られる。 

さらに、オリッサ州でキリスト教徒やヒンズー教徒が過激なヒンズー主義者の迫害を受けた数件

の事件を受け、同州のパトナイク首席大臣は BJPとの協力を断ち、そのうえで自らが率いる政党ビ

ージュー･ジャナター･ダルを勝利に導くなど、一部の地方政党が BJP 離れを引き起こしたことも敗

因に数えられる。 

要するに、BJP の敗北は、見方を変えれば、インドの世俗主義の勝利を示しているとも言える。 

(注: グジャラート州ゴドラ郊外で、ヒンドゥー教の聖地であるウッタル･プラデシュ州アヨーディ

ヤに巡礼を行った帰途にあるヒンドゥー教徒たちの乗車する列車が何者かに焼け討ちされた事件

が発生、その報復としてヒンドゥー教徒たちがグジャラート州でイスラム教徒を無差別に襲撃した

が、モディ首席大臣はそれを傍観するだけで有効な対策を取らなかった、あるいはこれに見て見ぬ

ふりをしたと批判されている) 

テロ･治安問題については、BJP は昨年 11 月のムンバイ事件を取り上げ、政府の対応を弱腰であ

ると批判し、より強力なテロ対策を主張したが、今回の選挙ではテロ対策で BJPに票が流れるとい

うことはほとんどなかったようである。これは有権者がテロには関心がないというより、コングレ

ス党のままでも、テロ対策の効果はあまり変わらないと判断したためと見られる。 

BJP が、真面目、正直、清廉で飾らぬ人柄として知られ、多くの国民の尊敬を集めているシン首

相個人を批判したことも有権者の反発を招いたようである。 

5．新政権の政策見通し 

選挙前の予想では、与野党の支持率は拮抗しており、選挙後に成立する政権は不安定になる恐れ

が指摘されていたが、結果はコングレス党の大勝に終わったため、今後安定した政権運営が期待さ

れている。 

とりわけ、新政権は左翼政党の協力を得る必要がなくなったという点が、5 年前の前政権発足時

とは大きく異なる。前政権では、シン首相が経済改革や米印原子力合意に象徴される米国との関係

強化を進めるにあたり、左翼政党が足かせとなってきた。2008 年 7 月には米印合意をきっかけとし

て左翼政党は閣外協力を撤回し野党に転じた。シン首相は辛うじて政権を維持したものの、危うく

政権が倒れるところであった。そうした経緯から、左翼政党の協力を得ることなく成立した新政権

に対し、経済改革推進への期待が大きい。具体的に新政権に期待される経済改革としては、年金改

革、政府株の売却、労働法の改定、銀行業の自由化、小売業の外資への開放などが挙げられている。

また、米印合意に強固に反対した左翼政党が選挙で敗北したことは、国民が全般的には米国との関

係強化を肯定的にとらえているという見方も可能かも知れない。いずれにせよ、新政権は、米国と

の関係強化を一層推進するものと見られる。 

総選挙後初の取引となる 5 月 18 日には、インドの株式市場は値幅制限を超える勢いで急騰し、
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市場が停止する事態に至ったのも、今後の新政権の経済政策への期待が込められていた。見方を変

えれば、前政権では経済改革の遅延の口実として左翼政党の存在を挙げることができたが、新政権

ではそうした桎梏がなくなっており、経済改革を加速させ、高い経済成長率の達成など具体的な結

果を出すことがより一層強く求められているとも言えよう。 

6．日本との関係 

新政権が、日本との関係強化を目指すという従来の政策を維持することは確実である。特に、私

的訪問も含め 20 回以上の訪日経験を有し、親日家で知られるシン首相の続投は、日印関係の更な

る発展という観点からは明るい材料である。 

6 月 2 日には、麻生首相がシン首相に電話し、コングレス党の勝利及びシン首相再任への祝意を

伝えた。その際、シン首相は、日本との戦略的グローバル･パートナーシップには、最高の優先度

を置いている旨繰り返し述べ、日印二国間の課題である、経済連携協定(EPA)交渉の早期妥結、デ

リー･ムンバイ間の貨物専用鉄道建設計画(DFC)の実現に意欲を示すとともに、世界金融危機、気候

変動、テロ、WTO といった地球規模の問題においても日本との緊密な協力を楽しみにしている旨述

べている。新政権下において、日印二国間の友好関係が一層進展することが期待される。 

  なお、外相にはインド南部カルナータカ州の政治家で、カルナータカ州首席大臣やマハラーシュ

トラ州知事を歴任したコングレス党の S.M.クリシュナ上院議員が就任した。1999～2004 年にかけ

てカルナータカ州首席大臣を務めた際には、同州バンガロールを IT の一大拠点に成長させたこと

から、｢現代バンガロールの父｣とも称されている。同大臣は、トヨタ自動車の州都バンガロール郊

外での工場開所式に出席し、また、森喜朗首相(当時)が 2000 年 8 月ニューデリーに先立って訪問

した際には、大歓迎の先頭に立った。前政権末期で財務相をも兼任していたムカジー前外相は、閣

内にとどまり財務相に専念するこことなった。 
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